
地
震
当
日
か
ら
三
月
一
五
日
ま
で

　
「
福
島
原
発
事
故
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
私
が
確
信
し
た
の
は
、
三
月
一
五
日
午
前
一

一
時
の
記
者
会
見
で
、
当
時
の
枝
野
官
房
長
官
が
「
今
朝
六

時
頃
、
４
号
機
に
お
い
て
水
素
爆
発
が
あ
り
、
そ
れ
に
と
も

な
う
火
災
が
つ
づ
い
て
い
る
。
六
時
半
頃
に
ポ
ン
と
い
う
音

が
し
て
２
号
機
の
格
納
容
器
が
損
傷
し
た
と
思
わ
れ
る
」
と

発
表
し
た
と
き
で
あ
る
。
職
場
の
テ
レ
ビ
で
そ
れ
を
眺
め
な

が
ら
、
こ
の
場
面
は
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
既

視
感
と
と
も
に
、
何
や
ら
自
分
が
映
画
の
な
か
に
い
る
よ
う

な
気
分
に
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
日
本
で
原
発
大
事
故

が
起
き
た
ら
、
と
い
う
若
い
頃
に
頭
の
な
か
で
や
っ
て
い
た

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
周
辺
三
〇
㎞
が
廃は
い

墟き
ょ

と
な
っ
て
い

る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
周
辺
の
風
景
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
が
、
目
前
で
進
行
し
て
い
る
原
発
事
故
と
な
い
ま
ぜ
と
な

り
、
私
は
一
気
に
〝
非
日
常
の
世
界
〞
に
放
り
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
（
こ
の
感
覚
は
大
な
り
小
な
り
二
カ
月
く
ら
い
つ
づ
い

た
）。

　

原
発
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
運
転
員
の
ス
ロ
ー
ガ

福
島
事
故
と
飯
舘
村
調
査
の
一〇
年
を 

振
り
返
り
な
が
ら

今
中
哲
二
　
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所
研
究
員

特
集 

あ
れ
か
ら
一
〇
年
　
福
島
の
今
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ン
は
〝
止
め
る
〞〝
冷
や
す
〞〝
閉
じ
込
め
る
〞
の
三
つ
で
あ

る
。
三
月
一
一
日
に
地
震
が
起
き
た
と
き
福
島
第
一
原
発
で

は
、
六
基
の
原
子
炉
の
う
ち
三
つ
（
１
〜
３
号
機
）
が
運
転

中
だ
っ
た
。
地
震
の
揺
れ
で
い
ず
れ
の
原
子
炉
に
も
自
動
的

に
制
御
棒
が
挿
入
さ
れ
〝
止
め
る
〞
は
う
ま
く
い
っ
た
。
し

か
し
、
外
部
電
源
の
送
電
塔
が
倒
壊
し
た
り
非
常
用
発
電
機

が
津
波
の
水
を
か
ぶ
っ
た
り
し
て
ポ
ン
プ
を
回
す
た
め
の
電

源
が
失
わ
れ
て
〝
冷
や
す
〞
が
ピ
ン
チ
に
陥
っ
た
。
原
子
炉

を
冷
や
せ
な
く
な
る
と
核
燃
料
の
温
度
が
上
が
り
炉
心
の
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
る
。
そ
の
途
中
で
高
温
の
燃
料
棒
と

水
・
水
蒸
気
が
反
応
し
て
水
素
が
発
生
す
る
。
炉
心
が
融と

け

て
原
子
炉
の
お
釜
（
原
子
炉
圧
力
容
器
）
の
底
に
た
ま
る

と
、
厚
さ
二
〇
㎝
も
の
鋼
鉄
製
の
壁
を
貫
通
し
て
メ
ル
ト
ス

ル
ー
に
至
る
。
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
・
メ
ル
ト
ス
ル
ー
が
起
き
た

と
き
に
、
放
射
能
の
大
量
放
出
と
い
う
最
悪
の
事
態
を
防
ぐ

〝
閉
じ
込
め
役
〞
を
担
う
の
が
、
お
釜
や
主
要
機
器
を
丸
ご

と
収
納
し
て
い
る
格
納
容
器
で
あ
る
。

　

三
月
一
二
日
午
後
三
時
三
六
分
、
１
号
機
の
建
屋
で
爆
発

が
起
き
た
。
こ
の
爆
発
を
見
て
何
が
起
き
た
の
か
す
ぐ
に
理

解
で
き
た
日
本
の
専
門
家
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
私

は
、
融
け
た
炉
心
が
メ
ル
ト
ス
ル
ー
し
て
落
下
し
た
際
に
、

格
納
容
器
の
底
に
溜
ま
っ
て
い
た
水
が
一
気
に
蒸
発
し
て
お

き
る
〝
水
蒸
気
爆
発
〞
か
、
格
納
容
器
か
ら
漏ろ
う

洩え
い

し
た
水
素

ガ
ス
が
建
屋
の
天
井
に
溜
ま
っ
て
爆
発
し
た
〝
水
素
爆
発
〞

の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
、
テ
レ
ビ
の
ビ
デ
オ
を
繰

り
返
し
眺
め
た
。
水
蒸
気
爆
発
で
あ
れ
ば
、
格
納
容
器
も
破

壊
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
段
階
で
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で
あ

る
。
ビ
デ
オ
の
映
像
で
、
壊
れ
た
建
屋
の
隙
間
に
格
納
容
器

の
頭
部
が
破
壊
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
ど
う

や
ら
、
起
き
た
の
は
水
素
爆
発
で
、
格
納
容
器
の
閉
じ
込
め

機
能
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
１
号
機
の
現
場
で

は
、
消
防
車
を
使
っ
て
海
水
を
く
み
上
げ
、
原
子
炉
に
注
入

す
る
作
業
が
始
め
ら
れ
た
。

　

三
月
一
四
日
午
前
一
一
時
一
分
、
今
度
は
３
号
機
建
屋
で

水
素
爆
発
が
発
生
し
た
。
こ
の
爆
発
も
、
建
屋
に
溜
ま
っ
た

水
素
ガ
ス
が
爆
発
し
た
も
の
だ
っ
た
。
次
に
危
機
が
訪
れ
た

の
は
２
号
機
だ
っ
た
。
１
号
機
と
３
号
機
で
は
、
メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
・
メ
ル
ト
ス
ル
ー
に
と
も
な
っ
て
格
納
容
器
内
圧
が
増

福
島
事
故
と
飯
舘
村
調
査
の
一〇
年
を 

振
り
返
り
な
が
ら

今
中
哲
二
　
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所
研
究
員
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加
し
た
際
に
、
次
善
の
策
と
し
て
の
ガ
ス
抜
き
で
あ
る
格
納

容
器
〝
ベ
ン
ト
〞
操
作
に
成
功
し
た
が
、
２
号
機
で
は
ベ
ン

ト
が
う
ま
く
行
か
ず
、
一
四
日
夜
に
入
っ
て
設
計
耐
圧
（
約

四
気
圧
）
を
超
え
る
状
態
と
な
っ
た
。
東
電
の
清
水
社
長
が

福
島
第
一
原
発
か
ら
の
撤
退
を
政
府
に
申
し
出
て
、
菅
首
相

が
激
怒
し
た
の
は
こ
の
時
で
あ
っ
た
。
一
五
日
朝
六
時
頃
、

新
た
な
爆
発
音
が
あ
り
、
福
島
第
一
原
発
の
吉
田
所
長
は
、

必
要
不
可
欠
な
人
員
以
外
の
退
去
を
命
じ
た
。

　

２
号
機
か
ら
の
放
射
能
放
出
は
、
格
納
容
器
内
圧
が
七
気

圧
を
超
え
て
高
止
ま
り
し
た
、
一
四
日
深
夜
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
。
明
け
方
に
か
け
て
放
出
さ
れ
た
放
射
能
は
、
折
か
ら

の
南
向
き
の
風
に
乗
っ
て
、
福
島
県
南
部
か
ら
茨
城
県
、
千

葉
県
を
通
っ
て
昼
前
に
東
京
都
内
に
達
し
て
い
る
。
一
五
日

朝
七
時
二
〇
分
、
い
っ
た
ん
退
避
し
て
い
た
２
号
機
運
転
員

が
計
器
の
確
認
に
制
御
室
へ
戻
っ
た
と
き
の
格
納
容
器
内
圧

は
約
七
気
圧
だ
っ
た
が
、
次
に
確
認
に
行
っ
た
一
一
時
二
五

分
に
は
一
・
五
気
圧
に
低
下
し
て
い
た
。
こ
の
間
に
格
納
容

器
破
壊
が
発
生
し
、
２
号
機
か
ら
の
大
規
模
な
放
射
能
放
出

が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
午
後
に
な
っ
て
、
風
向

き
は
西
向
き
か
ら
、
さ
ら
に
北
西
向
き
と
な
り
、
放
射
能
プ

ル
ー
ム
は
、
双
葉
町
、
浪
江
町
を
通
っ
て
、
阿
武
隈
山
地
に

入
り
、
飯い
い

舘た
て

村
か
ら
福
島
市
の
方
向
へ
流
れ
て
い
っ
た
。
飯

舘
村
で
は
、
午
後
三
時
頃
か
ら
放
射
線
量
が
増
え
始
め
、
午

後
六
時
二
〇
分
に
毎
時
四
四
・
七
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
μ
Ｓ
ｖ
）
と
い
う
値
が
記
録
さ
れ
た
。
飯
舘
村
な
ど
北
西

方
向
の
人
々
に
災
い
し
た
の
は
夕
方
か
ら
雨
や
雪
が
降
り
出

し
た
こ
と
だ
っ
た
。
雨
や
雪
と
と
も
に
大
気
中
の
放
射
能
が

一
挙
に
地
表
に
沈
着
し
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
北
西
方
向
に

長
く
延
び
て
い
る
高
汚
染
地
域
が
形
成
さ
れ
た
。

　

政
府
の
原
子
力
災
害
対
策
本
部
は
、
一
一
日
午
後
九
時
二

三
分
に
福
島
第
一
原
発
周
辺
三
㎞
の
住
民
に
避
難
指
示
、
１

号
機
ベ
ン
ト
の
実
施
に
手
間
取
っ
て
い
た
一
二
日
午
前
五
時

四
四
分
に
周
辺
一
〇
㎞
住
民
に
避
難
指
示
、
１
号
機
水
素
爆

発
が
起
き
た
後
の
午
後
六
時
二
五
分
に
周
辺
二
〇
㎞
住
民
に

避
難
指
示
を
出
し
た
。
２
号
機
の
格
納
容
器
が
破
壊
さ
れ
た

一
五
日
午
前
一
一
時
に
は
二
〇
㎞
か
ら
三
〇
㎞
の
住
民
に
屋

内
退
避
指
示
を
出
し
た
。
福
島
第
一
原
発
で
の
大
規
模
放
射

能
放
出
が
落
ち
着
い
た
の
は
三
月
末
頃
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
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に
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
能
は
、
ヨ
ウ
素
１
３
１
で
三

〇
京
ベ
ク
レ
ル
（
Ｂ
ｑ
）、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
と
セ
シ
ウ
ム

１
３
４
が
そ
れ
ぞ
れ
一
・
五
京
Ｂ
ｑ
程
度
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
、
１
〜
３
号
機
の
炉
心
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た

量
の
そ
れ
ぞ
れ
、
五
％
、
二
・
一
％
、
二
・
一
％
に
相
当
し

て
い
る
。
寿
命
が
長
く
（
半
減
期
三
〇
年
）
長
期
的
な
観
点

か
ら
最
も
問
題
と
な
る
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
地
表
汚
染
マ
ッ

プ
を
図
１
に
示
す
。

飯
舘
村
の
汚
染
調
査

　

広
島
・
長
崎
の
原
爆
放
射
線
量
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
調
査
な
ど
の
経
験
を
通
し
て
、

「
コ
ト
が
起
き
た
直
後
の
デ
ー
タ
」
の
重
要
性
を
私
は
感
じ

て
き
た
。
原
子
力
に
限
ら
ず
〝
そ
の
時
の
キ
チ
ン
と
し
た
デ

ー
タ
〞
が
な
い
と
、
そ
の
う
ち
、
あ
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

こ
と
に
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
原
子
炉
建
屋
が
爆
発
し
、
大

変
な
量
の
放
射
能
が
ば
ら
ま
か
れ
た
こ
と
は
確
か
な
の
に
、

周
辺
地
域
で
の
放
射
線
量
や
汚
染
の
情
報
は
ま
っ
た
く
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
私
の
頭
に

ひ
ら
め
い
た
の
は
、「
連
中
、
隠
す
気
だ
な
！
」
と
い
う
思

い
だ
っ
た
。
そ
の
伏
線
は
、
一
九
九
九
年
九
月
に
発
生
し

た
、
東
海
村
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故
だ
っ
た
。
福
島
原
発
事
故

へ
の
対
応
の
根
拠
と
な
っ
た
法
律
は
、「
原
子
力
災
害
対
策

特
別
措
置
法
」
で
あ
る
が
、
こ
の
法
律
は
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故

を
受
け
て
一
九
九
九
年
一
二
月
に
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
時
、

図１
福島原発事故による東日本のセシウム137沈着量度マップ。
１万以上の面積は２万5000平方㎞、４万以上は8400平方km、
60万以上は1400平方km。
2011年の文科省航空機サーベイデータより作成。
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政
府
高
官
か
ら
「
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
で
は
情
報
が
バ
ラ
バ
ラ
に
出

て
ま
ず
か
っ
た
が
、
今
後
は
新
た
に
設
置
の
決
ま
っ
た
オ
フ

サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
で
集
約
し
て
か
ら
発
表
す
る
」
と
い
う
談

話
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
「
こ
れ
か
ら
は
オ
フ
サ
イ
ト

セ
ン
タ
ー
で
キ
チ
ン
と
情
報
管
理
を
す
る
、
と
い
う
こ
と

か
」
と
思
っ
た
こ
と
が
私
の
頭
の
隅
に
残
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

　

１
号
機
が
水
素
爆
発
を
起
こ
し
た
翌
日
一
三
日
、
フ
リ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
が
原
発
か
ら
四
㎞
の
双
葉
厚

生
病
院
に
寄
る
と
、
毎
時
一
〇
〇
〇
μ
Ｓ
ｖ
ま
で
測
れ
る
放

射
線
測
定
器
が
振
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
メ
ー
ル
が

知
り
合
い
か
ら
入
っ
た
。
こ
ん
な
と
き
に
自
分
の
判
断
で
現

場
に
行
っ
て
調
査
・
測
定
し
、
自
由
に
発
表
で
き
る
の
が
大

学
の
研
究
者
の
取
り
柄
で
あ
る
。
私
と
し
て
は
、
早
く
福
島

現
地
へ
向
か
い
た
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
そ
う
は
で
き
な
い

事
情
が
あ
っ
た
。
実
は
、
地
震
が
起
き
た
一
一
日
の
朝
に
私

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
調
査
の
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
バ
ロ
ー
ジ
ャ
・
テ
ィ
ー
ヒ
ー
を
関
西
空
港
に
出
迎

え
た
。
三
月
一
八
日
に
予
定
し
て
い
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事

故
二
五
年
の
公
開
ゼ
ミ
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
来
て
も
ら
っ
た
の

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
日
の
午
後
に
地
震
・
津
波
が
起
き

て
、
テ
ン
ヤ
ワ
ン
ヤ
の
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
公
開
ゼ

ミ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
二
五
年
＆
福
島
原
発

事
故
」
と
切
り
換
え
て
予
定
通
り
実
施
し
た
。
地
震
・
津
波

と
原
発
事
故
で
落
ち
着
か
な
い
な
か
で
の
開
催
だ
っ
た
が
、

一
〇
〇
人
も
の
方
に
参
加
し
て
頂
き
、
盛
況
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

二
〇
日
に
バ
ロ
ー
ジ
ャ
の
帰
国
を
見
送
っ
て
か
ら
福
島
現

地
へ
出
か
け
る
準
備
に
入
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
福
島
に
土

地
勘
は
な
い
し
現
地
に
案
内
を
頼
め
る
よ
う
な
知
り
合
い
も

な
か
っ
た
。
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
い
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
た
三
月
二
五
日
に
、
東
京
の
小
澤
祥
司
さ
ん
と
い
う
方

か
ら
電
話
が
入
っ
た
。
そ
の
日
の
朝
日
新
聞
に
出
て
い
た

「
報
道
さ
れ
て
い
る
飯
舘
村
の
一
㎏
当
り
一
六
万
Ｂ
ｑ
と
い

う
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
土
壌
汚
染
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
で

言
え
ば
移
住
地
域
の
六
倍
に
相
当
す
る
」
と
い
う
私
の
コ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
だ
っ
た
。
小
澤
さ
ん
ら
日
本

大
学
グ
ル
ー
プ
は
事
故
以
前
か
ら
飯
舘
村
の
村
興お

こ

し
に
協
力
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し
て
い
て
、
飯
舘
村
の
放
射
能
汚
染
の
ニ
ュ
ー
ス
が
出
る
と

「
飯
舘
村
後
方
支
援
チ
ー
ム
」
を
作
っ
て
支
援
活
動
を
始
め

た
そ
う
だ
。
放
射
能
に
つ
い
て
勝
手
が
分
か
ら
な
い
の
で
私

に
電
話
し
て
こ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。
私
と
し
て
は
、〝
渡
り

に
船
〞
と
い
っ
た
感
じ
で
、「
で
は
飯
舘
村
に
調
査
に
入
り

た
い
の
で
ご
協
力
よ
ろ
し
く
」
と
な
っ
た
次
第
だ
っ
た
。

　

三
月
二
七
日
に
新
幹
線
で
東
京
入
り
し
、
二
八
日
朝
に
レ

ン
タ
カ
ー
で
東
京
を
出
発
し
、
東
北
自
動
車
道
を
通
っ
て
昼

過
ぎ
に
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
前
に
到
着
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
広
島

大
学
の
遠
藤
暁
さ
ん
、
國
學
院
大
學
の
菅
井
益
郎
さ
ん
、
小

澤
さ
ん
に
私
の
四
人
で
あ
る
。
東
京
秋
葉
原
の
ホ
テ
ル
室
内

で
の
放
射
線
量
は
毎
時
〇
・
〇
四
μ
Ｓ
ｖ
で
自
然
放
射
線
レ

ベ
ル
、
玄
関
前
で
は
毎
時
〇
・
一
三
だ
っ
た
。
東
北
自
動
車

道
で
は
〇
・
五
〜
〇
・
八
く
ら
い
、
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
の
周
り
は

一
程
度
で
草
む
ら
で
四
だ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
前
か
ら
は
、

役
場
か
ら
の
迎
え
の
ワ
ゴ
ン
に
乗
り
換
え
て
飯
舘
村
へ
出
発

し
た
。

　

福
島
市
内
か
ら
川
俣
町
の
登
り
道
を
抜
け
て
飯
舘
村
に
入

る
と
、
放
射
線
量
が
は
ね
上
が
っ
た
。
村
役
場
周
辺
の
放
射

線
量
は
毎
時
五
〜
七
μ
Ｓ
ｖ
だ
っ
た
。
飯
舘
村
は
、
阿
武
隈

山
地
の
上
に
ぽ
っ
か
り
乗
っ
か
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
平

均
標
高
は
約
五
〇
〇
ｍ
、
福
島
第
一
原
発
か
ら
は
北
西
三
〇

〜
四
五
㎞
に
位
置
し
て
い
る
。
一
七
〇
〇
戸
、
人
口
六
〇
〇

〇
人
余
り
の
人
々
は
農
業
を
中
心
に
、
原
発
と
は
無
関
係
に

暮
ら
し
て
い
た
。

　

私
の
職
場
（
京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
）
に
は
小
さ
な
研
究

用
原
子
炉
が
あ
り
、
私
自
身
も
長
年
放
射
線
作
業
従
事
者
な

の
で
、
放
射
線
量
に
対
す
る
感
覚
は
身
に
つ
い
て
い
る
。

「
毎
時
〇
・
〇
五
〜
〇
・
一
μ
Ｓ
ｖ
は
気
に
な
ら
な
い
」「
毎

時
一
μ
Ｓ
ｖ
は
作
業
を
早
め
に
切
り
上
げ
る
」「
毎
時
一
〇

μ
Ｓ
ｖ
は
速
や
か
に
切
り
上
げ
る
」「
毎
時
一
〇
〇
μ
Ｓ
ｖ

は
速
や
か
に
逃
げ
出
す
」
と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。

　

翌
二
九
日
、
飯
舘
村
に
残
っ
て
い
た
後
方
支
援
チ
ー
ム
の

浦
上
健
司
さ
ん
も
合
流
し
、
役
場
の
ワ
ゴ
ン
で
村
内
の
主
な

道
路
を
走
行
し
な
が
ら
、
村
内
全
域
一
三
八
カ
所
で
放
射
線

量
を
測
定
し
、
五
カ
所
で
土
壌
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。
村
の
中
央
や
北
部
で
は
毎
時
五
〜
一
〇
μ
Ｓ
ｖ
で
、
南

の
地
区
に
向
か
う
と
放
射
線
量
は
上
昇
し
、
長な

が

泥ど
ろ

地
区
の
田
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ん
ぼ
で
こ
の
と
き
の
調
査
の
最
大
値
で
あ
る
毎
時
三
〇
μ
Ｓ

ｖ
を
記
録
し
た
。
飯
舘
村
に
来
る
ま
で
は
、
飯
舘
村
の
一
部

に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
よ
う
に
汚
染
の
強
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
村
全
体
が
と
ん
で
も
な
い
汚

染
を
被
り
、
福
島
第
一
原
発
に
近
い
南
の
方
ほ
ど
汚
染
の
強

い
こ
と
が
明
ら
か
だ
っ
た
。

　

サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た
土
壌
を
研
究
室
に
持
ち
帰
っ
て
、
放

射
能
の
種
類
と
量
を
測
定
す
る
と
、
大
規
模
汚
染
が
発
生
し

た
と
き
の
放
射
線
量
を
逆
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
長
泥
で

最
大
放
射
線
量
を
記
録
し
た
ポ
イ
ン
ト
で
は
三
月
一
五
日
の

夜
は
毎
時
約
二
〇
〇
μ
Ｓ
ｖ
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
。
後
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
長
泥
地
区
の
方
か
ら
、「
今
中
さ
ん
、
あ

の
三
月
一
五
日
の
夜
に
白
装
束
の
人
た
ち
が
車
で
や
っ
て
き

て
放
射
線
を
測
っ
て
た
ん
だ
が
、
数
字
を
教
え
て
く
れ
な
か

っ
た
ん
だ
」
と
聞
か
さ
れ
た
。
白
装
束
の
人
た
ち
は
上
司
に

は
必
ず
数
値
を
報
告
し
た
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
と
き
当
時
の

原
子
力
安
全
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
会
う
機
会
が
あ
っ
た
の

で
、「
あ
の
頃
安
全
委
員
の
み
な
さ
ん
は
何
を
し
て
い
た
の

か
」
と
尋
ね
る
と
、「
ず
っ
と
事
務
局
に
詰
め
て
い
た
が
、

ほ
と
ん
ど
情
報
が
こ
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
地

震
・
津
波
と
原
発
事
故
と
い
う
大
混
乱
の
な
か
で
、
福
島
第

一
原
発
の
三
つ
の
原
子
炉
と
同
じ
く
、
日
本
の
原
子
力
防
災

シ
ス
テ
ム
も
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

避
難
指
示
と
避
難
解
除

　

飯
舘
村
な
ど
二
〇
㎞
以
遠
の
高
汚
染
地
域
が
〝
計
画
的
避

難
地
域
〞
に
指
定
さ
れ
、「
概
ね
一
カ
月
以
内
に
避
難
す
る

よ
う
に
」
と
の
指
示
が
出
た
の
は
四
月
二
二
日
だ
っ
た
。
村

の
人
々
は
、
飼
っ
て
い
た
牛
を
処
分
す
る
な
ど
し
て
、
七
月

末
に
は
福
島
市
や
相
馬
市
な
ど
に
ほ
と
ん
ど
が
避
難
し
た
。

原
子
力
防
災
シ
ス
テ
ム
が
健
全
に
機
能
し
て
い
れ
ば
、
大
規

模
汚
染
が
起
き
た
三
月
一
五
日
の
段
階
か
ら
屋
内
退
避
や
避

難
の
指
示
が
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
飯
舘
村
の
人
々
は
二
、

三
カ
月
に
わ
た
っ
て
避
け
ら
れ
る
被
曝
を
受
け
つ
づ
け
た
こ

と
に
な
る
。

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
環
境
省
か
ら
の
受
託
研
究
と
し

て
二
〇
一
三
年
に
、
飯
舘
村
の
人
々
か
ら
事
故
当
時
の
行
動

を
聞
き
取
り
、
村
か
ら
避
難
す
る
ま
で
の
外
部
被
曝
を
見
積
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も
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
た
。
約
三
カ
月
間
の
調
査
で
飯

舘
村
民
の
三
割
に
相
当
す
る
四
九
六
家
族
一
八
一
二
人
分
の

情
報
が
得
ら
れ
た
。
行
動
情
報
と
汚
染
情
報
を
組
み
合
わ
せ

て
避
難
す
る
ま
で
の
外
部
被
曝
を
見
積
も
る
と
、
平
均
で
七

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
最
大
は
長
泥
地
区
の
六
〇
代
の
男
性
で

二
三
・
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
っ
た
。
内
部
被
曝
に
つ
い

て
は
デ
ー
タ
が
不
十
分
な
の
で
評
価
し
て
い
な
い
。
原
子
力

施
設
が
周
辺
住
民
に
も
た
ら
す
被
曝
の
限
度
は
年
間
一
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
飯
舘
村
の
人
々
は
事

故
か
ら
二
、
三
カ
月
の
間
に
平
均
で
そ
の
七
倍
の
外
部
被
曝

を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。

　

二
〇
一
二
年
七
月
、
そ
れ
ま
で
の
避
難
地
域
は
、
帰
還
困

難
区
域
、
居
住
制
限
区
域
、
避
難
解
除
準
備
区
域
の
三
つ
に

再
編
さ
れ
た
。
飯
舘
村
で
は
、
汚
染
の
強
い
長
泥
地
区
の
み

が
帰
還
困
難
区
域
で
、
残
り
は
居
住
制
限
区
域
と
避
難
解
除

準
備
区
域
と
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
頃
か
ら
長
泥
地
区
以
外

の
飯
舘
村
で
大
規
模
な
除
染
が
始
ま
っ
た
。
田
ん
ぼ
や
畑
は

表
面
五
㎝
を
剥
ぎ
取
っ
て
表
土
を
入
れ
替
え
、
宅
地
で
は
家

屋
や
敷
地
回
り
が
除
染
さ
れ
た
。
誰
も
住
ま
な
い
飯
舘
村

に
、
毎
日
約
六
〇
〇
〇
人
の
除
染
作
業
員
が
通
勤
す
る
と
い

う
奇
妙
な
光
景
が
約
三
年
間
続
い
た
。
除
染
さ
れ
た
土
壌
な

ど
は
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
と
い
う
黒
い
袋
に
詰
め
込
ま
れ
、
二

〇
〇
万
個
を
超
え
る
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
が
飯
舘
村
の
至
る
所

に
五
段
か
六
段
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
。
私
の
目
勘
定
で
は
、
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除
染
費
用
は
三
〇
〇
〇
億
円
以
上
で
あ
ろ
う
。
人
口
六
〇
〇

〇
人
で
割
れ
ば
一
人
当
り
五
〇
〇
〇
万
円
以
上
と
な
る
。
二

〇
一
七
年
三
月
末
に
長
泥
地
区
以
外
の
飯
舘
村
が
避
難
指
示

解
除
と
な
っ
た
。
仮
設
住
宅
は
閉
鎖
さ
れ
、
避
難
期
間
中
の

生
活
手
当
（
精
神
的
慰
謝
料
）
の
一
人
毎
月
一
〇
万
円
も
打

ち
切
ら
れ
、
帰
村
を
促
す
政
策
が
は
じ
ま
っ
た
。
し
か
し
、

帰
村
し
た
人
は
二
〇
二
〇
年
一
二
月
で
一
三
〇
〇
人
に
過
ぎ

な
い
。
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
聞
い
た
飯
舘
村
民
の
「
最
初

は
被
災
者
で
し
た
が
、
じ
き
に
難
民
に
な
り
、
最
後
は
棄
民

で
す
」
と
い
う
コ
ト
バ
が
私
の
心
に
重
た
く
残
っ
て
い
る
。

　

私
ど
も
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
一
年
三
月
以
降
も
定
期
的
に

飯
舘
村
の
放
射
線
状
況
調
査
を
つ
づ
け
て
き
た
。
昨
年
三
月

は
コ
ロ
ナ
で
中
止
し
た
が
、
八
年
間
の
調
査
結
果
を
図
２
に

示
す
。
二
〇
一
一
年
三
月
末
に
平
均
毎
時
一
〇
μ
Ｓ
ｖ
だ
っ

た
も
の
が
、
二
〇
一
九
年
に
は
毎
時
〇
・
五
μ
Ｓ
ｖ
と
約
二

〇
分
の
一
に
減
少
し
た
。
は
じ
め
に
大
き
く
下
が
っ
て
い
る

の
は
、
ヨ
ウ
素
１
３
１
と
い
っ
た
半
減
期
の
短
い
放
射
能
が

減
衰
し
た
た
め
で
あ
る
。
半
年
後
以
降
は
、
半
減
期
二
年
の

セ
シ
ウ
ム
１
３
４
と
半
減
期
三
〇
年
の
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が

中
心
で
あ
る
。
図
２
の
破
線
は
、
物
理
的
に
放
射
能
が
減
る

の
を
計
算
し
た
理
論
値
で
、
●
点
が
測
定
値
で
あ
る
。
最
初

の
三
年
間
は
理
論
値
と
測
定
値
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
二
〇
一
五

年
以
降
に
測
定
値
が
理
論
値
よ
り
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
恐

ら
く
大
規
模
除
染
の
効
果
で
あ
ろ
う
。
八
年
間
で
放
射
線
量

は
二
〇
分
の
一
に
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
フ
ァ
ク
タ
ー
一
〇

図２
飯舘村の主要な道路上での走行サーベイに基づく平均放射線
量の推移。
●が測定値で、縦棒はそのバラツキ（標準偏差）。破線は、沈着し
た放射能が移動しないという仮定の下での理論的減衰曲線。
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は
自
然
減
衰
で
、
フ
ァ
ク
タ
ー
二
が
除
染
効
果
と
な
る
。
除

染
が
終
わ
っ
て
村
民
の
帰
還
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

現
在
も
事
故
前
に
比
べ
約
一
〇
倍
の
毎
時
〇
・
五
μ
Ｓ
ｖ
の

放
射
線
量
が
残
っ
て
い
る
。
三
〇
年
と
い
う
セ
シ
ウ
ム
１
３

７
の
半
減
期
を
考
え
る
と
、
飯
舘
村
の
放
射
線
環
境
が
元
に

戻
る
に
は
一
〇
〇
年
、
二
〇
〇
年
の
時
間
が
必
要
と
な
る
。

　
「
突
然
に
住
み
慣
れ
た
家
を
追
い
出
さ
れ
、
し
ま
い
に
は

地
域
社
会
や
文
化
が
丸
ご
と
消
え
て
し
ま
う
」
と
い
う
こ
と

と
、「
放
射
能
や
放
射
線
を
い
く
ら
測
っ
て
も
、
人
々
に
も

た
ら
さ
れ
た
災
難
の
大
き
さ
は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と

の
二
つ
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
調
査
を
通
じ
て
私
が
得
た

教
訓
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
三
月
ま
で
は
「
日
本
で
も
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
警
鐘
め
い
た
こ
と
を
言
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
だ

が
、
ホ
ン
ト
に
起
き
て
し
ま
っ
た
。
原
子
力
工
学
を
専
門
と

し
て
五
〇
年
間
や
っ
て
き
た
者
と
し
て
、
動
け
る
う
ち
は
福

島
の
問
題
に
か
か
わ
り
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い

る
。

　

調
査
報
告
な
ど
は
原
子
力
安
全
研
究
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
：http://w

w
w
.rri.kyoto-u.ac.jp/N

SRG/

を
参
照

願
い
ま
す
。

 

い
ま
な
か 

て
つ
じ
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